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凡例

一、本文の表記により記載 したが,旧 字体で記載できない漢字にっいては、新字体に改めた。

一、欄外には出版年月日、巻、号を記載 した。
一、巻数表示はアラビア数字に統一 した。

一、「始頁」欄には本文が始まったページ数 を記載 した。
一、「終頁」欄には本文が終わったページ数を記載 した。

一、「内容」欄には目次のタイ トルを記載した。但し、記号等は省略した。目次にタイ トルがな

い場合は本文のタイ トルをイタリック体で記載 した。なおこれについても本文の表記により

記載 したが、旧字体で記載できない漢字にっいては、新字体に改め記載 した。
一、「著者名」欄は目次にしたがって記載した。なお 目次に著者名がなく本文に表記されている

場合はこれにしたがって記載した。
一、「種類」欄は目次による分類にしたがった。

一、「備考」欄には 目次表記 と本文の内容表記 とが明らかに違 うものを記載 した。これには著者

名 も含まれる。 「内容」欄の広告記事で同じ出版社のものが複数にわたっている場合にはべ
一ジ数を記載 した。

(作成者:北 川洋子)

進展環境 新教材集録

昭和8年12月15日(第3巻 第14号)

始頁1終 頁1内 容1著 者名1種 類1備 考

表紙 表紙 目次

広含 存雛
御購麓御鐙 城文堂

1 3 教育國策の確立について 本文では教育國策の
確立に就てと記載

2 4 プロツク経濟

3 3 新日本の教育動向
4 5 新教育學展望 本文では新教育界展

望と記載
6 10 最近攣動の重要教材:教 科書増補訂正

事項
6 10 シムラ會議と教材
11 11 最近の皇室
12 12 大東京の最近
12 13 満洲國の頁
13 13 支那問題と教材
14 14 教材と米
14 15 金と教材
15 15 産業経濟趨勢 本文では産業経濟の

趨勢と記載
16 16 世界貿易動向
17 17 世界展望
18 18 小學校の職業指導論 廣田傳藏 本文では小學校の職

業指導論 第二と記
載
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19 19 職業教育指導案 東京市教育局
研究護表

東京市教育
局 視學課

本文では東京市高等
小峯校職業指導綱領

20 23 裁縫科教授要目 東京市教育局
研究議表

東京市教育
局 視學課

23 25 理科十二月教材 東京市教育局
研究畿表

東京市教育
局 視學課

本文では理科十二月
關係教材と記載

26 29 國語科 十二月教材 本文では各科十二月
敬材と記載

30 33 理科科 十二月教材 本文では各科十二月
教材と記載

34 36 國史科 十二月教材 本文では各科十二月
教材と記載

37 40 地理科 十二月教材 本文では各科十二月
教材と記載

40 40 教育糊願 窟解各翻綴 教育問題質疑
鷹答部

40 40 新教襟 録編鮒 鏡
41 47 算術科 十二月教材 本文では各科十二月

教材、算術教材と記
載

第三巷全索引 新教材集録編
輯部

広告 城文堂 3ページ分

広告 融 房 2ページ分

裏表紙 裏表紙 広昔 撹文堂ン宥耀

新教材集録

昭和9年4月15日(第4巻 第4号)

始頁1終 頁1内 容1著 者名1種 類1備 考

表紙 表紙 目次

、広沓 ヨ本 〃t拳囎

謹告 新教材集録編
輯部

1 1 國定教科書論 論文
2 2 教育疑獄に封する鳩山前文相の答辮 時評 本文では教育疑獄に

蜀する鳩山前文相の
答辮と記載

2 3 中島商相引責問題足利尊氏論の教訓 時評
2 4 満洲國の頁 新教材
3 3 警官の憤起事件 時評
3 4 生活算術か敷理算術か 時評
4 4 曖昧に葬るな政蕪自膿の恥を 時評 本文では曖昧に葬る

な=政窯自膿の恥を
と記載

4 4 百鬼夜行社會世相 時評 本文では百鬼夜行の
社會状態と記載

5 7 最近攣動の重要教材:教 科割曾補訂正
事項

新教材

8 8 最近の皇室 新教材
8 8 大東京の最近 新教材

広告 、齢 教育嬰鐙系 2ペー ジ分

広告 ヨ本4曙 館 2ペー ジ分

9 9 世界 ・産業 ・経濟 の趨勢 新教材 本文では世界産業経
濟の趨勢と記載

10 12 小學國史に於ける轟代の取扱について 橘純一 研究
12 12 広告 縣 翻
13 15 漢字教授の小研究 窪田正隆 研究
16 19 實際教育家の立場より見たる色刷讃本

再検討座談會
研究 本文では實際教育者

の立場より見た色刷
讃本再楡討座談會と
記載

19 19 」ヨ本41學 研究 愈鍼 さ『る

19 19 社卑生理學よグ還たる=三 の文耕 田邊壽利
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20 21 理科科 四月教材 本文では各課四月教
材と記載

22 23 國語科 四月教材 本文では各課四月教

材 と記載。 目次で は

23ペ ージ と記載

24 25 地理科 四月教材 本文では各課四月教

材 と記載。 目次で は
25ペ ージ記載

26 27 國史科 四月教材 本文では各課四月教

材 と記載。 目次で は
27ペ ージ と記載

28 29 算術科 四月教材 本文では各課四月教

材、算 術教材 と記

載。 目次では29ペ ー

ジと記載

30 30 新刊紹介 紹介
広差 日表1曙 館 3ペー ジ分

広告 晶 房 3ペー ジ分

広告 諮灘 撚
広 誉 妊 ス在/日 本41學 譜'

広告 憂跨諾
裏表紙 裏表紙 広差 日本〃哩譜

昭和9年5月15日(第4巻 第4号)

始頁1終 頁1内 容1著 者名1種 類1備 考

表紙 表紙 目次

広告 β本4畷 館 3ペー ジ分

欝 新教材集録編
輯部

広告 三磁社甜
広告 文鋲社
広告 荘スが/∠ヲ本4、學留
広『告 文學社

1 1 巻頭言 牧ロ常三郎 巻頭言 本文では教師の教材
選揮権と記載

1 1 目次

2 3 教育時評 牧ロ常三郎 教育時評 本文では時評、文部
大臣補鋏難、齋藤内
閣の教育革新案、教
育疑獄の教訓、帝都
教育界の潭化運動、
蒼式教育生活の断末
魔と記載

2 3 全日本教育界躍進線上の人々
4 6 五月重要教材と記載 最近饗動の

重要教材
本文では最近攣動の
重要教材 教科書増
補訂正事項と記載

広告 副 房 2ペー ジ分

認文募糞 新教材集録編
輯部

7 7 最近の皇室 最近攣動の
重要教材

7 7 大東京の最近 最近攣動の
重要教材

8 8 世界産業経濟の趨勢 最近攣動の
重要教材

9 10 新教科書に依る修身教育標的 奈良靖規 本文では新教科書に
よる修身教育標的、
奈良靖規と記載

11 13 漢字教授の小研究 窪田正隆
14 14 綴方作品慮理中の二三の好ましからぬ

鮎について
渡邊 武一 本文では綴方作品虞

理中の二三の好まし
からぬ鮎に就いてと
記載
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15 17 中國と四國 は一軍 元と見る 向井三藏 本文では中國四國地
方を一軍元と見ると
記載

17 17 日本小學教育研究會の頁 本文では日本小學教
育研究會官言と言己載

18 18 厚紙細工指導法について 津村信次 本文では厚紙細工指
導法に就いてと記載

19 22 國語教育學習指導案の研究嚢表 牧口常三郎 本文では國語教育學
習指導案の研究議表
(上)と 記載

19 19 叛告原轟窮 ξ 新教材集録編
輯部/日本小學
教育研究會

22 22 講演曾豫瞥
23 23 教育問題質疑磨答欄 本文で は教育 問題 質

疑解答欄 、上坂陸
(質問)/戸 田城

外(解 答)と 記載
24 25 國語科 五月各科教

材
本文では各課五月教
材と記載

26 27 國史科 五月各科教
材

本文では各課五月教
材と記載

28 29 地理科 五月各科教
材

本文では各課五月教
材と記載

30 31 理科科 五月各科教
材

本文では各課五月教
材と記載

32 33 算術科 五月各科教
材

本文では各課五月教
材、算術教材と記載

34 35 新刊紹介
35 35 編輯後記 本文では編輯室と記

載
35 35 契母

広差 日本4t學轡 3ペー ジ分

広告 勲 房
裏表紙 裏表紙 広誉 謂 オ店

昭和9年6月15日(第4巻 第5号)

始頁1終 頁1内 容1著 者名1種 類1備 考

表紙 麸…紙 内容
広苦 β本4哩 館 3ペー ジ分

謹i告 新教材集録編
輯部

広告 西焚壽房r
広告 育突爵院/百辮諾
広苦 厚耀甜
広告 庄ス社/昂衣!1噂蹉
広苦 冨臨房
広痔 糖文譜

1 1 巻頭言 牧ロ常三郎 巻頭言 本文では知育排撃の
妄見と記載

1 1 目次
2 3 日本精紳を構成する二つの精紳 宮西一積

豫瞥 ヨ本4曙鱒 育槻 曾 日本小學教育
研究會

2ペー ジ分

広苦 融 房 2ペー ジ分
3 3 広誉 新蜻
4 7 短歌鑑賞とその作り方 藤川忠治
8 9 國語讃本巻三の感想 野村芳兵歌 本文では國讃巻三の

感想と記載
9 9 広言 文學社
10 15 國語科 安藤哲次郎 五月各科教

材
本文では讃方教材解
説と記載

10 14 理科科 秋 山新 一 五月各科教
材

本文では理科教材解
説と記載

一209一



創価教育研究センター所蔵 『新教材集録』索引

14 14 広苦 三磁
15 15 原稼鎌 新教材集録編

輯部
16 19 地理科 大杉一好 五月各科教

材
本文では地理科指導
案と記載

16 19 國史科 辻信一郎 五月各科教
材

本文では國史科指導
案と記載

20 21 算術科 戸田城外 五月各科教
材

21 21 用 完主著樽 鮒 を翻る 打田勝治
22 22 職業教育指導に就いて 美藤榮祐 本文では職業教育に

就いてと記載
23 23 産露の原理に立つ算術教育 丸 山一雄
24 25 教育時評 牧口常三郎 教育時評 本文では時評、青年

教育者の意氣、羅針
盤なき今の教育、人
格教育の可能如何と
記載

24 25 全日本教育界躍進線上の人々
26 28 五月攣動教材 編輯部 最近攣動の

重要教材
本文では最近攣動の
重要教材 教科書増
補訂正事項と記載

29 29 最近の皇室 最近攣動の
重要教材

29 29 大東京の最近 最近攣動の
重要教材

30 30 世界展望 最近饗動の
重要教材

31 31 教育問題質疑磨答欄 編輯部 本文では教育問題質

疑解答欄 、上坂陸

(質問)/戸 田城
外(解 答)、 入澤 一

夫(質 問)/牧 ロ常
=郎(解 答)と 記載

32 32 教育改造の實弾 上田庄=郎
32 32 社甜 理學よグ児たる一=三の文餅 田邊壽利
33 33 新刊紹介
33 33 編輯後記
33 33 奥が

広告 日本4哩 館 2ペー ジ分

裏表紙 裏表紙 広告 日本!1哩館

昭和9年7月15日(第4巻 第6号 国語特輯号)

始頁1終 頁1内 容1著 者名1種 類1備 考

表紙 表紙 内容
広言 縣 壽窃
広告 癌ス細 本イ1、學館
広告 歴更教育槻 曾

1 1 巻頭言 牧ロ常三郎 巻頭言 本文では人格教育論
の矛盾謬見と記載

1 1 目次
2 3 低學年讃方教育 牧澤伊平 本文では低學年の讃

方教育と記載
3 3 郷土調査に依る綴方指導 奥野庄太郎 本文では郷土調査に

よる綴方指導と記載
3 3 広告 β本4、韓
4 6 童話作法 植村繁樹
6 6 教室 ・感情 ・個性 前川謙作
7 7 現代教育思潮展望 上田庄三郎 本文では現代教育思

潮の展望と記載
7 7 広告 ∠i7本4曙鯉 房
8 9 低學年綴方教授の基本的方法 今井嬰次郎
9 9 広告 三燐社
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10 14 國語科 安藤哲次郎 七月各科教 本文では讃方教材解
材 説と記載

10 13 理科科 秋 山新一 七月各科教 本文では理科教材解
材 説と記載

14 14 綴方作品慮理に就いて 大山魔差男 綴方作品虞理につい
て

15 18 地理科 大杉一好 七月各科教 本文では地理教材解
材 説と記載

15 18 國史科 辻信一郎 七月各科教 本文では歴史科指導
材 案と記載

19 20 算術科 戸田城外 七月各科教 本文では算術科指導
材 案 推理力養成の算

術敏授案と記載
20 21 算術科 丸山一雄 七月各科教 本文では算術科指導

材 案 第五學年篇と記
載

21 22 算術科 戸田城外 七月各科教 本文では算術科指導
材 案 第六學年篇と記

載
23 25 生活統整を指標する算術教育の實際 山根稔
26 27 教育時評 牧ロ常三郎 教育時評 本文 では時 評、注入

主義排 撃の 漿案、
「新注 入主 義教 育」

の批判 、若 き 日本明

日の教 育へ の仰望、

空想自由の教育より
現實若行の教育へと
記載

26 27 全日本教育界躍進線上の人々
28 32 最近攣動の重要教材 編輯部 最近饗動の

重要教材
32 32 最近の皇室 最近攣動の

重要教材
32 33 最近攣動の参考教材 最近饗動の

重要教材
34 34 地方報告教材 種村継左 本文では帷喬親親王

の御偉績に就いてと
追記

35 35 教育問題質疑庶答欄 編輯部 本文では教育問題質
疑解 答欄、山田元一
(質問)/安 藤哲次

郎(解答)と 記載

36 36 新勇謝
36 36 編輯後記
36 36 奥が

広告 融 房
広苦 石体4t學譜 2ページ分

裏表紙 裏表紙 広苦 日本4哩 館

昭和9年7月17日

(第4巻 第7号 七月臨時増刊号 現代日本の教育学説及実際教育概況紹介号)

始頁1終 頁1内 容1著 者 名1種 類1備 考

表紙 表紙 目次
　

広苦 β本4曙 館
1

國1

巻頭言 本文では現代日本教
育學説展望と記載

2 7 現代日本教育學説展望
広浩 痴卿元卵囎 曾 2ペー ジ分

広苦 日本〃哩 醒 2ペー ジ分

8 10 作業教育理論と實際 本文では作業教育と
記載

広告 冨出房 2ペー ジ分

広 告 ヨ本!1、學館 2ペー ジ分
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10 10 忌苦
11 12 生産的勤螢學校
11 12 孟産學授揚評
13 15 創債教育學説と實際 本文では創債教育

學、創債教育學説實
際状況と記載

16 16 本講 難た醗乙τの文縦
16 16 広浩 葡光社
16 16 編輯後記
16 16 奥が

広告 ヨ本41學露
裏表紙 裏表紙 広浩 ヨ本4、學譜

昭和9年8月15日(第4巻 第8号)

始頁1終 頁1内 容1著 者名1種 類1備 考

表紙 表紙 内容
広苦 城文堂
謹痔 新教材集録編

輯部
1 1 巻頭言 牧ロ常三郎

6

巻頭言 本文では教育の技術
及科學の昇格を論ず
と記載

1 1 目次
2 4 國民教育の理想 山崎博
4 4 β本の教淳者 山崎博
5 10 生きてる理科帖 秋 山新 一 本文では生きてゐる

理科帳と記載
11 13 休暇中讃方學習指導に就いて 安藤哲次郎 八月各科取

扱
本文では休暇中の讃
方學習指導について
と記載

11 14 夏休中の理科的作業 秋 山新 一 八月各科取
扱

本文では夏休み中の
理科的作業と記載

14 14 広告 勘 房々
15 18 私の観たる物的世界と理科教材の使命 岡部雅治
15 18 農村圖書科指導案 田原 恭二

18 18 教淳融文學理勝を児る。
18 18 β.本擶砂ナ講を翻る
19 20 合科教授の思想 編輯部
19 19 合鐸學習の撹評
19 19 広告 メ旧本圖誹 オ曾社
20 20(18) 創債教育學髄系の成立 戸田城外
21 27 綴方教育の決算報告 池上謙一 本文では池上謙と記

載
27 27 アメグカの饗董とその教育を護rむ
28 30 綴方教育の實際案 清教 本文では懸賞鷹募論

文と追記
28 30 綴グ方縛 の鱗 察 松本重和
31 34 尋四休暇に於ける算術科指導の實際 山根稔 八月各科取

扱
本文では尋四夏季休
暇に於ける算術科指
導の實際と記載

広告 痴卿元卵雌 曾 3ペ ー ジ分

広告 ヨ本4曙 館 2ペ ー ジ分

34 34 広告 蒲 誹
35 35 教育時評 上田庄三郎 教育時評 本 文では時評 、いか

に して教 育生活 はパ

ンクするか と記載

36 38 最近饗動の重要教材 編輯部
39 39 新刊紹介
39 39 編輯後記
39 39 奥が

広吉 秀工握
広告 励文堂

裏表紙 裏表紙 広告 β衣4嘩囎
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創価教育研究第5号

昭 和9年9月15El(第4巻 第9号)

始頁1終 頁1内 容1著 者名1種 類1備 考

表紙 表紙 内容
広告 ヨ本4曙館
謹告 新教材集録編

輯部
1 1 巻頭言 牧ロ常三郎 巻頭言 本文では政府の全般

的學制改革に就てと
記載

1 1 目次
2 6 欧米諸國の國民教育への關心 入澤宗壽
6 6 広言 儲 翻
7 11 尋一讃方指導案 森本安市 九月各科指

導案
7 11 理科指導案 秋 山新 一 九月各科指

導案
本文では理科教材解
説と記載

11 11 広告 日本〃哩館
11 14 尋二讃方指導案 森本安市 九月各科指

導案
12 16 歴史科指導案 辻信 一郎 九月各科指

導案
14 16 尋三讃方指導案 森本安市 九月各科指

導案
16 20 地理科指導案 大杉 一好 九月各科指

導案
本文では地理教材解
説と記載

17 21 尋四讃方指導案 安藤哲次郎 九月各科指
導案

20 20 広苦 ヨ本〃哩館
21 23 尋五讃方指導案 安藤哲次郎 九月各科指

導案
本文では第五學年篇
と記載

23 23(39) 尋六讃方指導案 渡邊力 九月各科指
導案

24 25 算術科指導案 山根稔 九月各科指
導案

26 29 算術科指導案 丸山一雄 九月各科指
導案

本文では生活統制算
術指導案と記載

28 28 広告 ヨ本〃哩奮
30 32 實際生活への連結を主義とする教育 編輯部
30 31 自學自由の思想 編輯部

罠勘鑑鳶
広苦 勲 元吻囎 曾 3ペー ジ分

広告 β本〃、學館 2ペー ジ分

33 33(39) 職業と小學校 SM生

34 35 教育時評 牧ロ常三郎 教育時評 本文では時評、岡田
内閣の教育政網、新
注入主義の批評 下
と記載

36 39 最近攣動の重要教材 編輯部
39 39 広含 ヨ、本4b學 霧

40 40(39) 改正尋営41学授修身書蕃L二、」算=ナ
六課!窟 を菰るなノの夢考教材

41 41 新刊紹介
41 41 編輯後記
41 41 奥げ

広告 新教蝶 録κ理部
広告 ヨ本41學譜

裏表紙 裏表紙 広告 芝翻
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創価教育研究センター所蔵 『新教材集録』索引

昭 和9年11月15日(第4巻 第11号)

始頁1終 頁1内 容1著 者名1種 類1備 考

表紙 表紙 内容
広沓 ヨ本4隻鞘
謹誉 新教材集録編

輯部
1 1 巻頭言 牧ロ常三郎 巻頭言 本文では教育改革の

基本的着眼鮎と記載
1 1 目次
2 4 師範教育の根本革新 牧ロ常=郎
4 4 広告 日本4、鰭
5 8 尋四讃方指導案 安藤哲次郎 十一月各科

指導案
本文では讃方指導案
尋四指導案と記載

5 9 理科科指導案 秋 山新一 十一月各科
指導案

本文では理科教材解
説と記載

8 11 尋五讃方指導案 安藤哲次郎 十一月各科
指導案

本文では讃方指導案
尋五指導案と記載

9 9 広告 ヨ本41翰
11 12 尋六讃方指導案 安藤哲次郎 十一月各科

指導案
本文では讃方指導案
尋六指導案と記載

12 12 広苦 日本41鍋鉾
13 17 歴史科指導案 辻信 一郎 十一月各科

指導案
13 17 地理科指導案 大杉 一好 十一月各科

指導案
本文では地理科教材
解説と記載

17 17 広告 日本4哩 囎
18 19 手工科指導の要貼 市川良作

20 24 算術科指導案 山根稔 十一月各科
指導案

24 26 算術科指導案 丸山一雄 十一月各科
指導案

本文では生活統制算
術指導案と記載

27 30 最近攣動の重要教材 編輯部
30 30 耀 び 新教材集録編

輯部
31 31 教育時評 牧ロ常三郎 教育時評 本文で は時評 、軍部

のパ ンフ レッ ト問

題 、司法制度の改善

と教育改善 、生活即

ち研究の態度 と記載

31 31 現庄教育の鋭階
32 32 新囎 か
32 32 広言 ヨ本4曝囎
32 32 編輯後記
32 32 奥々

広告 ヨ本〃哩餌
裏表紙 裏表紙 広告 ヨ、本4哩 館
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